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サ
ッ
カ
ー
の

ワ
ー
ル
ド
・
カ

ッ
プ
が
終
わ

り
、
そ
の
後
始

末
の
作
業
に
取
り
掛
か
っ
て

い
る
。

　

23
年
前
、
ソ
連
崩
壊
と
冷

戦
終
結
以
来
、
グ
ロ
ー
バ
ル

・
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
と
な
っ
た

国
家
財
政
危
機
は
６
年
前
に

は
リ
ー
マ
ン
・
シ
ョ
ッ
ク
を

引
き
起
こ
し
、
以
後
各
国
政

府
は
債
務
削
減
と
平
行
し
て

成
長
の
た
め
の
財
政
投
資
の

両
刃
を
振
る
う
ジ
レ
ン
マ
に

陥
っ
て
い
る
。

　

い
く
ら
阿
保
な
人
類
で
も

国
民
総
力
戦
だ
っ
た
二
つ
の

世
界
戦
争
の
月
謝
の
高
さ
は

身
に
応
え
た
。
戦
争
以
外
の

カ
ン
フ
ル
剤
と
し
て
、
電
子

メ
デ
ィ
ア
に
よ
る
大
衆
文
化

が
古
典
的
マ
ル
ク
ス
主
義
者

の
予
想
を
超
え
て
、
意
外
と

薬
効
が
あ
っ
た
。

　

カ
ン
フ
ル
剤
で
健
康
が
得

ら
れ
る
訳
で
は
な
い
が
、
グ

ロ
ー
バ
ル
資
本
主
義
は
超
格

差
社
会
の
な
か
で
過
労
死
や

貧
困
、
失
業
者
を
尻
目
に
、

ま
だ
く
た
ば
り
そ
う
に
な

い
。

　

日
本
は
消
費
税
ア
ッ
プ
と

連
動
し
て
法
人
税
引
き
下
げ

と
薬
漬
け
状
態
だ
が
、
各
種

特
効
薬
の
生
産
力
も
購
買
力

も
な
い
貧
困
小
国
は
た
だ
救

援
を
待
つ
だ
け
で
あ
る
。

集団的自衛権に抗議
医師・歯科医が街宣

今日の数字

13．8兆円
　大企業上位100社がこの１
年間に増やした内部留保の
額。法人減税は経済波及せず。

「
白
衣
を
戦
争
の
血
で
汚
さ
せ
な
い
」
と
集
団
的
自
衛
権
に

抗
議
し
た
街
頭
宣
伝
＝
３
日
、
大
阪
市
内　
　
　
　
　
　
　

　

個
人
の
健
康
や
疾
病
は
社

会
的
・
経
済
的
な
要
因
も
大

き
く
、〝
患
者
に
な
れ
な
い

病
人
〞
の
増
加
を
無
視
し
た

内
容
だ
。
公
的
責
任
を
不
問

に
し
、
政
府
の
役
割
は
あ
く

ま
で
も
国
民
の
自
助
・
自
立

の
〝
お
手
伝
い
〞
と
の
位
置

付
け
に
な
っ
て
い
る
。

給
付
充
実
示
さ
ず

　

「
改
革
」
の
全
体
像
を
示

す
国
民
会
議
の
報
告
書
で

は
、
社
会
保
障
は
「
社
会
保

険
制
度
を
基
本
と
す
る
」
と

強
調
し
て
い
る
。
社
会
保
険

方
式
と
は
、「
保
険
料
を
支

払
っ
た
人
に
見
返
り
と
し
て

受
給
権
を
保
障
す
る
仕
組

昨
年
末
に
成
立
し
た
社
会
保

障
制
度
改
革
プ
ロ
グ
ラ
ム
法

は
、
今
後
の
「
改
革
」
の
方

向
性
や
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
規

定
し
て
い
る
。

　

同
法
の
条
文
で
は
、「
社

提
供
体
制
を
理
解
す
る
に

は
、
社
会
保
障
「
改
革
」
の

全
体
像
を
把
握
す
る
必
要
が

あ
る
。
自
民
・
公
明
・
民
主

の
「
社
会
保
障
・
税
一
体
改

革
」
の
三
党
合
意
を
受
け
、

　

宣
伝
行
動
に
は
、
歯
科
・

医
科
・
協
同
組
合
の
役
員
・

事
務
局
員
ら
が
参
加
。
横
断

幕
や
チ
ラ
シ
な
ど
を
手
に
、

閣
議
決
定
に
抗
議
の
意
思
を

表
明
し
、
集
団
的
自
衛
権
の

行
使
反
対
の
署
名
に
協
力
を

呼
び
か
け
た
。

　

協
会
か
ら
辻
本
勝
・
下
井

戸
昭
介
両
副
理
事
長
、
山
上

紘
志
顧
問
、
古
田
光
行
監
事

が
駆
け
つ
け
、
白
衣
姿
で
集

団
的
自
衛
権
の
反
対
を
通
行

人
に
ア
ピ
ー
ル
。「
命
と
健

康
を
守
る
医
療
人
と
、
命
を

な
い
が
し
ろ
に
す
る
戦
争
は

相
容
れ
な
い
」
と
訴
え
、
平

和
憲
法
を
守
ろ
う
と
呼
び
か

け
た
。

　

集
団
的
自
衛
権
が
行
使
さ

れ
れ
ば
、
自
衛
隊
が
海
外
で

武
力
攻
撃
す
る
こ
と
に
な

る
。
医
療
関
係
者
は
自
衛
隊

法
に
基
づ
き
、
業
務
従
事
命

令
が
出
さ
れ
、
戦
争
へ
の
協

力
を
迫
ら
れ
る
可
能
性
が
あ

る
。

　

役
員
ら
は
、
過
去
の
戦
争

で
多
数
の
医
療
関
係
者
が
戦

場
に
駆
り
だ
さ
れ
た
経
験
を

踏
ま
え
、「
二
度
と
白
衣
を

戦
争
の
血
で
汚
し
て
は
な
ら

な
い
。
戦
後
の
平
和
主
義
を

壊
す
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
」

と
声
を
上
げ
た
。

　

政
府
の
閣
議
決
定
を
め
ぐ

っ
て
は
、
全
国
紙
と
地
方
紙

の
多
く
が
解
釈
改
憲
に
強
く

批
判
す
る
社
説
を
２
日
付
で

掲
げ
て
い
る
。
地
方
紙
43
紙

中
、
40
紙
が
反
対
を
表
明
。

「
憲
法
の
平
和
主
義
を
ね
じ

曲
げ
、
国
を
誤
っ
た
方
向
に

導
く
」（
北
海
道
新
聞
）、

「
憲
法
を
骨
抜
き
に
す
る
閣

議
決
定
」（
神
戸
新
聞
）
な

ど
、
国
民
多
数
の
反
対
世
論

を
反
映
し
て
い
る
。

然
、
歯
科
医
療
も
入
っ
て
く

る
こ
と
を
注
視
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

公
的
責
任
を
不
問

　

安
倍
政
権
が
め
ざ
す
医
療

　

通
常
国
会
で
成
立
し
た
医

療
・
介
護
総
合
法
で
は
、
医

療
分
野
の
問
題
と
し
て
「
入

院
病
床
の
再
編
」
が
ク
ロ
ー

ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
た
。
し
か

し
、
政
府
の
社
会
保
障
「
改

革
」
は
ベ
ッ
ド
削
減
に
と
ど

ま
ら
ず
、
医
療
提
供
体
制
全

体
の
再
編
、
淘
汰
を
狙
っ
て

い
る
。
そ
の
な
か
に
は
、
当

み
」
と
定
義
し
て
お
り
、
ど

う
考
え
て
も
民
間
保
険
の
原

理
そ
の
も
の
で
あ
る
。
し
か

も
、
公
費
は
保
険
料
の
「
負

担
の
適
正
化
に
充
て
る
」
こ

と
だ
け
に
限
定
し
、
給
付
の

充
実
に
は
言
及
し
て
い
な

い
。

　

憲
法
25
条
は
国
民
の
生
存

権
を
保
障
し
、
国
に
社
会
保

障
増
進
の
責
務
を
課
し
て
い

る
。「
自
助
」
の
名
の
下
に

民
間
保
険
の
原
理
を
社
会
保

障
に
持
ち
込
め
ば
、
25
条
は

解
釈
改
憲
さ
れ
、
空
文
化
す

る
危
険
性
が
あ
る
こ
と
を
つ

か
ん
で
お
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

 

（
つ
づ
く
）

健
康
管
理
・
疾
病
予
防
・
介

護
予
防
に
つ
い
て
、「
自
助

努
力
が
喚
起
さ
れ
る
仕
組

み
」
を
具
体
的
に
構
築
し
て

い
く
こ
と
を
盛
り
込
ん
で
い

る
。

会
保
障
制
度
改
革
国
民
会
議

に
お
け
る
審
議
の
結
果
等
を

踏
ま
え
、
社
会
保
障
制
度
改

革
に
つ
い
て
、
そ
の
全
体
像

及
び
進
め
方
を
明
ら
か
に
す

る
」
と
明
記
。
そ
の
上
で
、

基基  

軸軸
危
機
に
瀕
す
る

危
機
に
瀕
す
る

医医  

療
・
介

療
・
介  

護護
❶❶

全
国
保
険
医
団
体
連
合
会　

寺
尾
正
之

全
国
保
険
医
団
体
連
合
会　

寺
尾
正
之

生
存
権
保
障
を
解
釈
改
憲

「
自
助
」の
名
で
民
間
保
険
化

　

政
府
は
消
費
税
増
税
の
一
方
で
、
社
会
保
障
給
付
を
削
減

す
る
医
療
・
介
護
総
合
法
を
先
の
通
常
国
会
で
成
立
さ
せ

た
。
安
倍
政
権
が
進
め
る
社
会
保
障
・
税
一
体
改
革
の
第
一

歩
で
あ
り
、
今
後
も
大
幅
な
社
会
保
障
改
悪
が
画
策
さ
れ
て

い
る
。
医
療
・
介
護
総
合
法
と
社
会
保
障
「
改
革
」
の
行
方

に
つ
い
て
、
全
国
保
険
医
団
体
連
合
会
事
務
局
の
寺
尾
正
之

氏
に
連
載
し
て
も
ら
っ
た
。

　

二
度
と
白
衣
を
戦
争
の
血
で
汚
さ
な
い
―
―
。
政
府
が
集

団
的
自
衛
権
の
行
使
容
認
を
閣
議
決
定
し
た
こ
と
を
受
け
、

歯
科
・
医
科
協
会
・
協
同
組
合
は
３
日
、
大
阪
市
中
央
区
の

大
阪
タ
カ
シ
マ
ヤ
前
で
解
釈
改
憲
に
抗
議
す
る
緊
急
の
街
頭

宣
伝
を
実
施
し
、「
戦
争
す
る
国
に
し
て
は
な
ら
な
い
」「
憲

法
の
平
和
主
義
を
壊
す
な
」
な
ど
と
訴
え
た
。

連
で
は
96
〜
99
年
に
共
済
部

員
、
休
保
審
査
委
員
、
制
度

運
営
委
員
と
し
て
加
入
者
の

立
場
に
た
っ
た
運
営
と
制
度

の
充
実
に
貢
献
し
た
。
79
〜

81
年
は
ス
タ
ッ
フ
教
育
委
員

会
の
委
員
長
と
し
て
全
国
の

ス
タ
ッ
フ
教
育
活
動
の
先
鞭

を
つ
け
た
。
99
年
か
ら
評
議

員
２
期
、
03
年
か
ら
名
誉
理

事
。
協
同
組
合
で
は
副
理
事

長
や
保
険
部
部
長
、
歯
科
部

会
部
長
を
歴
任
。
01
年
か
ら

顧
問
を
務
め
て
い
た
。

事
就
任
と
同
時
に
共
済
部
長

１
期
を
務
め
、
共
済
担
当
と

し
て
理
事
通
算
11
期
。
保
団

　

名
誉
理
事
の
梅
本
孝
氏

（
85
歳
）
が
７
月
５
日
に
逝

去
し
た
。
１
９
７
７
年
に
理

梅
本
孝
名
誉
理
事
が
逝
去

新パンフを発行
保
険
で
良
い
歯
科
で

健 

康 

長 

寿 

社 

会 

へ
　協会・保団連は歯科医療改善を訴えるパ
ンフレットを新たに発行した。今号に同封
し、全会員に届ける。内容は、口腔ケアの
重要性を伝え、口腔崩壊や低歯科医療費問
題を紹介。その上で、保険でより良い歯科
医療を通じた健康長寿社会の実現を訴えて
いる。協会は、医院でのパンフレットの活
用を呼びかけている。


